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 万⽥⾙塚は⼤正 14 年（1925）に⼀部調査
され、砂礫層上位の⼟器群と下位にある⾙層
中の⼟器群とは形態的な差異があると指摘さ
れました。平成 17・18 年の調査成果により、
その具体的な内容が明らかにされました。
 今回は砂礫層上位の⼟器群（中期・後期）や
⽯器等を展⽰しました。万⽥⾙塚に近接した万
⽥熊ノ台遺跡（中・後期の遺跡）でも同時期の
⼟器が出⼟していることから、この⼆つの遺
跡は互いに密接な繫がりがあったと考えます。
残念ながら、⼆つの遺跡では住居跡等は確認
されていませんが、周辺に存在するものと考
えています。
 今回の展⽰で、海辺に⾯した万⽥⾙塚の暮
らしぶりの⼀端を紹介することによって、縄
⽂の社会と現在の社会とがどのように繫がり、
どのように変化してきたかを考え、今⽇の社
会状況を⾒直すきっかけになれば幸いです。

寄贈品コーナー「万田貝塚展Ⅱ」
　　　　　　　　　　　　期間：1１⽉１⽇〜11⽉30⽇まで

平成 17・18 年度に調査された万田貝塚遺跡

接近した⽉・⽊星・⾦星 (2004 年 11 ⽉）

「フリートーク・プラネタリウム」

 今⽉のプラネタリウムはすっかり恒例になった
「フリートーク」。プログラムのないプラネタリウム
です。
 今夜⾒られる流星群、⼈⼯衛星など、⻑期間では
取り上げにくい話題や、最近の天⽂関連ニュースの
解説、さらに⼗五夜、秋分などその⽇に即した話題
等々、投影を担当する学芸員がその⽇のテーマを⾃
由に決めて、ご案内するものです。
 これといった天⽂現象が⾒当たらない⽇は．．今
夜ひと晩、⼣⽅から朝まで、展開して⾏く星空をゆ
っくり全部紹介したり、星座探し⼤特訓などという
内容だったこともあります。
 専⾨の学芸員による⽣解説だからできるこの企
画、いったい何の話が⾶び出すのか、始まる直前ま
で少しドキドキ、実はハラハラ？楽しみながらお待
ちくださいませ。

★☆ 今月のプラネタリウム ☆★

11 月８日 (土 )～ 11 月 30 日 ( 日 )

毎週土・日曜日　午前 11 時、午後 2時開始！

観覧料 100 円（中学生以下無料です）

２００８年１１月１日(土)～１１月３０日(日)




